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檜枝岐小中一貫教育 家庭科年間指導計画

◆ 特に小５～中１のつながりを意識し、小学校で中学校の内容に触れたり、小学校で中学校教諭による指
導を行ったりする単元

充実期 発展期
【基礎・基本を生かして論理的思考力、判断力、表現力を養う活用期】 【基礎・基本を応用して個性の伸張を図る発展期】

小学校第５学年 小学校第６学年 中学校第１学年 中学校第２学年 中学校第３学年
２編１章 わたしたちの家庭科の学習を始めよう ◆６ 見直そう 食事と生活 食生活と栄養 ◆
成長と家族・地域・食育チェック のリズム

・環境チェック ・幼い頃ってどんなだっ・家庭分野の学習を始めよ
①毎日の生活をふり返ろう たろうう

・食事の役割を考えよう◆１ 見つめよう 家庭生活 ②朝食のとり方を見直そう
①わたしと家族を見つめよ
う

②できる仕事から始めよう

・幼児の生活と遊びを知・栄養素の種類と働きを知
ろうろう

③健康的な生活を考えよう ・幼児の生活と遊びを知◆１編２章
ろう献立作りと食品の選択

◆７ 工夫しよう さわやか
・食品に含まれる栄養素をな生活
知ろう
・何をどのくらい食べれば①夏の暮らしを見つめよう
よいか考えよう

②衣服の着方と手入れを工
夫しよう

・バランスのとれた食生活 ・幼児の心身の発達や特
③地域の人とのかかわりを を考えよう 徴を知ろう
考えよう

・ 赤ちゃんふれあい体「
験学習」◆２ ぬって作ろう 楽しい

生活
①身の回りの布製品を見つ
めよう
②ミシンを使って楽しく作
ろう

・食品の選び方を考えよう
③快適な夏の暮らしを実践 ・子どもにとっての家族
しよう について考えよう

・中学生にとっても家族◆９ まかせてね 今日の食事
①１食分の献立を工夫しよ を考えよう
う
②家族が喜ぶ食事を作ろう

③食事をもっと楽しくしよ ・家庭と地域との関係を◆１編３章 調理と食文化
③作った作品を楽しく使お う 考えよう・日常食の調理をしよう

※ミシンを使っての製作については、定う
着を図るために５・６年の配当時期を

ずらし、十分にミシンに触れることが◆３ おいしいね 毎日の食事
できるようにした。①毎日の食事を見つめよう

◆１編３章◆８ 思いを形に 生活に役
②ご飯とみそ汁を作ろう ・地域の食文化を知ろう ・わたしたちの食生活の わたしたちの立つ物
③食べることの大切さを考 ①生活に役立つ物を作ろう ＜郷土料理作り＞ 課題と実践 より豊かな食生活
えよう ②思いを形にしよう ＜郷土料理作り＞ ・地域の食材を使って調

理しよう
・楽しい会食をしよう
＜郷土料理作り＞

・わたしたちの衣生活の◆２編１章 衣生活と自立 ◆２編３章
課題◆４ 物を生かして 住みや わたしたちの消費と環境

・着る目的を考えよう ・消費生活について考えすく
①身の回りの物を見つめよ ・衣服の計画的な活用方法 よう
う が考えよう ・消費者としての自覚を
②身の回りを使いやすくし もとう
よう

・生活の中で環境への影 ◆１編５章
③物を生かす生活をしよう ③作った物を使って確かめ ・必要な衣服を選択しよう 響を考えよう わたしたちの衣服製作

よう ・衣服の手入れをしよう
・よりよい衣生活を目指し ・衣服の構成をしろう◆５ 考えよう 買い物と暮 ◆１編６章
て ・製作の計画を立てようらし ◆１０ 工夫しよう 暖かな わたしたちの生活と住まい

①お金の使い方、物の選び ・住まいの働きとはなん生活
方を見つめよう ①冬の暮らしを見つけよう だろう

◆ ・家族と住まいの関わり ・つくってみよう４編１章
②計画的に買い物をしよう ②暖かさと明るさを工夫し を考えよう ＜ハーフパンツ製作＞わたしたちの 消費生活

よう ・健康で心地よく住むた
③快適な冬の暮らしを実践 ・消費者としての自覚を めに
しよう 持とう

・商品の選択と購入につい
て考えよう

・消費者の権利と責任を知 ・安全に住むにはどうし ・各自で実践したことを
②買い方をふり返ろう ろう たらよいだろう まとめ、発表し合う。これからの生活に向けて
・５年生の学習をふり返っ ・伝えよう わたしの気持ち ・消費者トラブルを解決す
て ・５、６年生の学習をふり る方法を知ろう ・よりよい住まいと住み

返って ・よりよい消費生活を目指 方を考えよう
・中学校に向けて して

６０時間 ５５時間 ３５時間 ３５時間 １７．５時間総時数


